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２．水道施設耐震化計画とは 

 

 地震による水道施設の被害や給水への影響を軽減することを目的とし、大きな投資を要

する水道システムの地震対策について、施設の重要度、緊急性、更新時期などを考慮し、

効率的・効果的に進めるための計画です。 

 

 

 

 

● 水道システムの耐震化対策《 「被害発生の抑制」と「影響の最小化」 》 

地震が起きても給水に重大な影響を受けないようにするための対策です。 

 

 ● 応急対策《 「応急給水の充実」と「復旧の迅速化」 》 

水道施設の被害によって断水が生じても、水道利用者のために最小限度必要な 

水を確保し届けるとともに、早急に通常の市民生活ができるように復旧するため 

の対策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道の地震対策 

耐震化計画の位置づけ

防災基本計画（国：中央防災会議）

　厚生労働省防災業務計画

　水道施設の耐震化に関する施設整備を効率的・効果的
に進めることを目的とした計画

　災害時の給水や水道施設の復旧などの応急活動を迅速
かつ効率的に行うことを目的とした計画

　福岡市水道施設耐震化計画（ハード面の計画）

　福岡市水道局災害応急対策計画（ソフト面の計画）

　福岡県地域防災計画（風水害対策編・震災対策編）

　福岡市地域防災計画（風水害対策編・震災対策編）福岡市地域防災計画（風水害対策編・震災対策編）


